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＜大学の動き＞

トロント大学との合同セミナーの開催

本学とトロント大学との合l1iJセミナーが次のとおり御本会館においてIJf.J催された。

このセミナーは，本学とトロント大学との学術交流に｜刻するー般的党汗が締結された｜燃のr1,j大学の合

志に），~づき，その実施について同｜際交流委u会等で検討され，め 1 l11Jとして本学において！Jfliiliされたも

のである

セミナーでは．学内外の研究.ri-.大学院l(:I上延べ約120人が参）Jllし，川又良也川セミナ一実行委n会
代点（法学研究科教段）が総合ri］会を行い，はじめに附尚宏UIJZ'，当数民の挨拶があった後，＆セッショ

ンにおいてトロント火予数民・の必波及び参}Jrjri－との討論が予定のII.¥J/¥jを超過して熱心に行われたν

KYOTO・TORONTOSymposium 
知られざる隣国カナダの理解に向けて

2 JJ l 5日（火）

Session I Polilical Science 

"Crisis of Confidence Citizens and Govern-

mcnt in North America" 

,;,wr.1Ji Robert C. ¥' ipond数十2

1i］会 新川敏光教1-1($fi・ff.J大学）

Session 11 Law 

"The Judicial System and the Power of Judicial 

Review in Canadian Con日titutionalLaw” 

,,iYi:fl1Ji Robert J_ Sharpe教段

,;j会休々木羽f_lfU}J数日（大阪市tr.,k_l戸）

2JJ16n （水）

Session III Economics 

"Canada's Industrial Relations and lluman 

Resource Practices. Similarities and Differ-

enccs from the United States" 

品川j Noah M_ Meltz教托

1i］会幼i也光造教授 o;r行JI,k. 'f:) 
Session IV Urban Geography 

'The Economic Context of Restructuring in the 

Toronto Region -Sources of change and the 

Limits to Local Action" 

川1Yi:fl1Ji Meric S. Gertler _{r}{-f受

,;j会成田孝三数段 Ck者JI大学）

Kyoto-Toronto Symposium 
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＜資料＞

平成5年度教育研究学内特別経費による研究課題

本年度の教育研究学内特別経費による研究課題及び代表者等は，次のとおりである。

l. プロジェク卜研究

。f 究 諜 題 代表者所以 ・戦・ 氏名 参加者所属部局

総合人lllJ学部にお価ける全学共通科目にかか
わる「l己点検 ・if!' 総合人間学部学部長児~l(l 奨平 総合人間

人為的動が態都な市周辺水成における生体必須
~－~£の動 らひ可こ生態系変化に与える影 総合人間学部助教J受 杉山 殺人 総合人間

LLシステム 総合人間学部学部長児的民・1<

科学 ・ ：；·，教 ・ ~aifす その古lfiftllをめぐる問題 文学部 教授佐々木刀S'fl 総合人rm・文 ・人文研

」j〔布巨人；’I所成FIJ行布｜川i［：；（［の）／；；礎的研究 文学部 教十・i l.¥!!i地利明 文・人間環境 ・人文研 ・防
災研

大学l}IJにおける 「教住教育」 （向！支般教育） 総合人llJJ・文・教－却育i. i去・
教育学部 教 J受 ｜凋rn 』恒夫 経農済・＊・理 ・l宍 ・て ・σ） II', 1tlア・人文句f

大学教-t::htの実践的研究 教育学部 教授皇 紀Jミ 教育

}j{/ffl大学学生 ・卒業生のキャリ ア広”哉とぶ 教育学部 教授竹内 i手 総合人！日J.文・教育 ・法・
長fl大q：の職業教育 経済

「人様保障手続法」理論の榊築 法 学 部 助教授土井良一 法

研政究治学の研究教育の国際化に｜刻する法礎的 法学部 教授木村雅昭 法 ・見£!tiア ・人文句f

大育学改院i持・ ，；；：部にお究ける約済学 ・符科学の教
のための研

経済学部 学部長戊i!1 I海里 経j斉・経1苅砂f

被~tな内部向由度を有する体系における羽｜ JI~ 学部 教 Ht: 小l't 明 理
転移 ・パターン現象の研究

地質学関係の標本管理と情報システム整備 Jlt!. 学部 教 J受 瀬戸口？.！！汀l 総合人間・理・人間環境・
のための），~礎研究 霊長研

｜片7ソi'.Jli!''f：の実験・観察型教育プロジェク
医学部 教 i・-1: ~lflllJ HH!J年 医

分子組織学教育研究のための基盤整備 医学部 教 Jま 阿川仰ー 医

人；，.f:r::J 1111j像lif:情報ネ ットワークによる教学育 ・
研究のよ＇： j化京大一阪大ボーダレス術 病 院 教 J受 ，~·：j ｛；母 降 医 ・病院・仁
ネットワークプロジェ クト

ii：二射殺供給管理 （楽郊lの忠fl")Jリセ ァト・定
病 院薬剤剖11毛 乾 賢 4

数配；ro設備
病院~五党改lf.のための：JUL~凋11'実施経費 病 院 病院長庁LU 修 病院

オリ ゴヌクレオチドの医来品化、川へのlf;礎
薬学部 教 J受 f}}Ji事伝行 薬

的研究

仁学部学生の受講科円選択におけるシラパ
工学 部 教授布川 ノ〈 工

スの効果的活llJに｜刻する研究

庁／］；＂科学 の総合的研究 [ マー 部 教 J受堂下修r.J 文t子 ・｜災 ・I：・人［IJJ環境 .WI 
生セ

1ilij像処理化技術との導化入による生物学実判と研
党の効率 高度

｝史学剖i 教 J受 r111事 巌 ｝~ 

J!!l場における研来究教育と鐙築胎iぷ計＼lhjに｜刻
する；JliJ資本ー農業.Jl!l'f:への民望 Y’Z”£ ’ t,V; ｝~tJ).；長 •＇，＇［ ）！！~ 得一 工.Jl!l ・；；~場

J)o},.)J列的なi!llJ約がある系でのゆら ぎのパ 人1111・環境学研究科
総合人間 ・l：・人1111環境

ターンと緩和現象 助教J受 符下車i'i-.

人目II・環境学研究科究の学来間僻体系：tnと教育 ・研 人間 ・環境乍研究手｜
人間環境

究環境からみた研科将 教綬松本 澄

I ~目）s。；，吃12r.，を合む動物性アイソトープ従来物 放射性同位；c~総合センタ ー
理 ・放同セW/il；の開発 教 J霊 架IJ；（紀夫
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研 ，ノd也c 謀 題 代表者所属 ・戦 ・氏名 参加者所属部局

ネッ トワークを活用した遠隔講義システム 情報処理教育センター
工 ・情報セ

に関する調査研究 センター長矢島怖三

アフピリカ地境研究情報資料のイ統ヒ合と活用 アフリカ地域研究センター
コン ュータ ・ネァ トワーク による研究

センター長田中 二郎
アフ『冴

成果の公開促進と大学院教育への活用

構学基部学生も対象とした 遺伝子の単離 塩 遺伝チ実験施設
配列決定などの遺伝子工集学基礎実習~程 理 ・｜実・遺伝子
築のための基本データ収

教授治水 章

相医学系教官と工学系教官による｜宍療工学：の 生体医療工学研究センター
医 ・工 －生体 ・化研

互教育と共通カリキュラムの作成 センター長谷 嘉明

通信衛星を用いた遠隔地への大究量デジタル 趨向層電波研究センター
仁・超高層

データ伝送中継システムの研 教授松本 紘

生物多による資維源アーキテクチャー形成一生 生態学研究センター
総合人間・理・生！~M

物様性の持に.！￥：たす役訓に注目して 助教J受甲山隊司

京都大学統合情報通信システム（KUINS) 学術情委報部員システム整備委只会 ・技 病院・工 ・情報 ・大型 ・超
術専門 会委教員長の将来情想のためのJ~'i't . 研究
工学 J受池m 克犬 高肘

コメデイカルの病原微生物TI:感染や職業アレ 医療技術短期大学部
医 ・ウイ砂f• I宍短大

ルギーに｜刻する縦断的調研究 教授熊谷俊 A

イE成ホルモンを求めて 化学研究所 教 J霊富士 If.~ 1;:i:.化研

人文科学の研究組織の将米像 人文科学研究所所
長阪上 主主

人文研

｜！垂II民時無呼の吸変症化候群症例におけるI飢庄，
ANP. BNP 

胸部疾忠、研究所教
J霊久野世I!；よ； 1宍・胸部研

原チエネルギー研究所 経済 ・理・ ・工経－済E研2・ヘリ
総合エネルギー科学の教育研究のあり方 所長，·.~~橋 s；キ二 オ・ j京エネ ・原子

炉

木質建築材の続年的変化に関する研究 本質科学研究所教
J受伊東隆夫 木研

llfli乳類のfl{食促進に関する研究
食将科学研究所

j込・食。f.霊長研
教 J萱森 友彦

絞2烏主 ・姶良カルデラ 3次冗地下構造に｜剥す
る礎的研究

防災研究所 教授加茂幸介 防災研

ライフサイエンスの今後のあり方に｜刻する ウイルス研究所 ウイfrJf.理 ・｜宍・3喜・決 ・
調査研究 教 J受畑中正一 胸部初卜 放生1iJf

地域経済の環境と発展 経済研究所 助教授岩本成志 経済 ・経済研

生探命求過程における完全なる不完全性原瑚の 基礎物理学研究助所教
J受村瀬雅俊 J左礎研

ネットワークトーの並ViJ01・:n環境の撃備 数理解析研究所助
教授 ~rn -/;jf. 

数研

医学定生物乙Y才i庁究のための中性子と y線線量
測 システムの雌立及び！照射線量と照射効 原子炉実験所教授小野公二 病院 ・放生砂f.原子炉
来の評価桁皮肉仁

認知l機能解明への多元的アプローチ 霊長類研究所教 J受久保旧競 総合人間1・文・理 ・医 ・ウ
イ研 ・2長研

維新資料のi凋1t 図書館 館長制j己直•it、 文 ・人文研 ・図

入試問題検討のための教科丹の講入 学生部学生部長 ）ji,皮通彦 学生音II

簡便な全身持久力iQIJ定方法の開発 体育指導センター
総合人間 ・医 ・体育指導セ

助教授 )I二街 イ.ft
大学院レベルの外国人留教学生のための専門 WI学生センター 留学生セ
用語を中心とした自習用 材の開発 教授阿川長郎

京都大学施設長期計画策定の調査研究
施設部

施設部1；学 剖i 教授 川崎 j青

研21世究紀の尽都大学のあり方についての調任 企阿小委員部会委教員長
工学 授中川博次

将来構f-2三;lJI，、検討委只会企刑l小
委員

泉都大学におけるキャンパス問題について
庶務部庶務部長宮崎治彦 庶学務生部部 ・経理部 ・施設告II・

の調査研究
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2.学術研究奨励金

｛人文－社会］系

研 究

精神衛生に関する日米比較研究

中国新安江流域の文化と言語

現代社会における憲法と私法の交錯

諜

森林資ilJ;lの環境価値評価と社会的最適森林吉｜商

［医学 ・生物l系

研 究 課

セルフスプライシング・イントロンの触媒作用に関する研究

大脳皮質のl'-J.(It上神経阿路網を形態学的に解析する

題

題

シグナルークエンス卜ラ yプj去を月］いた細胞tl¥Jシグナル伝達物質のクロー
ニング

遺伝子トラップ（GeneTrap) l去を用いた新しい形態形成遺伝チの検索と
その機能解析

Helix・Loop-Helix型転写調節！klf- HFS・lの・fill経分化における役割

下垂体性糖蛋白ホルモン （TSH.Lii. FSH）受容体の俄造と機能に関する研
qプbし

ナトリウム利尿ペプチドファミリーの臨床的意義に関する分子生物学的研
';':: 

オピオイド受谷体における選択がJリガンド結合部位の！”l定

色素性乾皮症A群の遺伝チ異常－と病｛象解析

ムラサキ！fffr細胞における二次代謝の光制御に閲する分子生物学的研究

抗エイズ柴への応用を目的としたタキプレシン誘導体の合成研究

組物ホルモン・インドール酢酸生合成酵素および遺伝子に関する研究

Bromovirusの宿主特異性に関する研究

分チ生物学院l手i去を用いた偏性低栄養細薗の群集構造と遜移の解析

造血肉 Fエリスロポエチンの神経系細胞での作用機作

筋肉及び脂肪細胞分化の制御遺伝チの発現をJ首標とした脂肪交雑成機構に
関する研究

抗体触媒の実則的機能改変にl刻する研究一生成物阻害の機構と回避のデザ
イン

事財目標識したグルタチオンの令成酵素のX線結品構造解析

亜鉛フインガ一転写肉チ Sp！による特異的 DNAE塩基認識機備の解析

担子菌のリグニン分解系の分子生物学的解析と形質転換系の開発

X線結品構造解析によるμ－アミラーゼ反応機構の解明

大腸菌朕透過因 jこSecY突然変異蛋白質の生化学的解析

MAPキナーゼカスケードの活性化と機能
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所属 戦・氏名

総合人間学部助教J受北山 ，ア2‘ 

文学部 助教授平田 昌司

法学部 助教授山本敬二五

1:i 学部 助手赤尾健 ー

所属 職 氏名

JI]! ~＇部 助手白石英秋

医学部 助教授金子武嗣

医学部 講師lf中野 百位

医学部 助教J受 ：森 千'll

医学部 助手石橋 ，減

医学部附属病院助
手小杉；~ii]

医学部附属病院
助手伊藤 f谷

医学部附属病院助
手福田和彦

医学部附属病院
助手錦織千佳子

薬学部 助手矢崎一史

：築学部 助手玉村啓和

j込学部 助手小林達彦

農学部 助手三瀬和之

I政学部 助手吉永 有日

~学部 助手氷尾維Ii.It

農学部 助手谷口幸雄

化学研究所 助手平竹 i!iJ 

化学研究所 助手加藤｜導市

化学研究所 助手桑原 t字

木質科学研究所
助手本阻 ヲー

食続科学研究所
助教綬 三上文三

ウイルス研究所
助手吉久 官位

ウイルス研究所助
手後藤由季チ
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｜研究 ＂思

｜，芭化に十ドう必知機能院主のや11経利学的解明

いjiYJ'(1jij野における作業記憶の神経機桃とその物質的j附

[J'll学 ・J:＇｝：］系

1iJf プE

次WJ大相加速器での；.~： （－ トンネル効＊の検”；J[

’j・'.'diにおけるf,i：相欠陥からの，rUJ波紋II¥

J1'1：系の十日常lilH隊法の佐知さ

＂県

伐とif総体J立f!.;r系lllJのシグナル（L;j止の分f・機十件

ダークマターは本吋に必咲か

フラ y クホールパ体における l /f ゆらぎの1~ ＇ 1ご機構

υ；1-m幾尖験にJ,l;づく浴it主lドタンパクt'tの動的桃造解析

{iイiのレオロジーを宅地したマントル｜人・J，布でのifrl:体jf.!fi}Jのll)f究

定i

日il

MgGcO，におけるオリピン→スビネル十ll•h；移速度に対する II心の；＊；~－~ ·

紫外城、， ..＿；，q休レーザの ），~礎研究

化学（l(J必準法による C制金以内包体の合成と物t'I:

分 fサイズ・形状選択性をイ｛する光削！W.li.k・系の I JfJ-:1~

C1;0付絡をもっ新しい機能性材料の，，1,;1・と合成

起ノl、ff)x線i段目Li.tによる，・，＇：j))-（－材料に必けるI1: llUI＇~俄 ;;r,_ と機能性との相｜刻
にWJする研究

多分 rt.反；~系における i\f\安定状態の断IYJ と’ J ：＿物の機能

’j・:'JijのぷIWi肘における情;;r,_の形態d，，訟に附する研究

MU レーダーを中心とする協 l 11J~Jl測による 1以!F.Jo:•1 E j;（［械沿線）J線小規l!IJ偽
造の研究

ィ、 it心憶に ），~づく不庁導入のJ~ I HJ

if反＋llil:による光機能十｜：令凶起H数料r分散セラミック制限の介成

問手本！以泌を利川した光学的性な天然物の令介i&:

tJ）；の ：，l（－，ぬにおけるJI'慎重11.. i1lil'l'~Til；の問先と ofUJ坊の；，tr 化

.J!JN fli;t't.flf!,i命におけるパリオン数民らぎの，，二成とj色化

』'!Hi1母体給付Jid~J状態のメスパウアー効果による /ijf’先

3.学術11¥I坂助成金

［医学 .'L物］系

研 究

パセドウ病の研究 その；立義と将米·~I:

＂県
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所属 戦 ・ 氏名

’E長知研究所助手中村克樹

’.，＇，t J長賞i研究所助手 i辛口俊之

所属 If~ ・ f王 r.
総合人間学部助教綬 1'i'lll 秀fVJ

総合人間学部助教段石｝）日 秀樹

総介入IHI学部助教段式,j-: ~＼ . 

人；’II流人11¥J・m助m’－；：iyr究H干1仇｜ 
Jl~ 

Jll！.’y t百； UJ1 T 1'；川 ~If rf] 

Jll[ ’？ i'HI JJJ1 T； 位i{( 

J1H ＇？，市i JJJJ 下」ヒl己彩印］

.fill .. /: ；百； 助手，1；川持llil

.fill. ''/: ；百； 助手 ド林 91~正

｜： γ：部 助教J完勝lll i'1HJf 

1: .. ;:: ff[) 助教f-:1 村 k iEi:1, 

｜二学訓i JJJJ 下人；｛~ 丈 1;·(

[ •"f:・ 苅； 11)1 下北川敏

ll)J 下松1;1,j秀樹

l：ぅf：吊； 助千水谷 ぷi

十点目i処.fl！＼教－（fセンデー
JJJ1 T i川長 ,J•x 

.J!j,・,':jl¥'1'1U:波研究センター
助 T 1111': r!ii 

化’＇／：研究所 助手川端猛A

1t’IfiJf7'EIYr 日V1 下、pゑ 11；光

化’y：研究所 助手 inf介

J,l;~物.fl~ ’＇｛： f!Jf’先1Yr
助手悩lffl 将文

），~礎物JIP.’＇＇／：研究助所教
J支 fUill1 )Iii( -

｝）礼子炉’・x験所助手瀬戸 誠

所属 ・ 職

医学部附属病院
助手

氏名 ｜ 

ぶ水 1~＇；1史｜
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平成6年京都大学文学部博物館 ！ 
春季企画展の開催 ~ 

！ 本学文学部剛館では，下記のとおり件企阿展「三都の古地図一京 江戸大坂一」を開仙 i 
~ たします。本学の教職員 ・学生は無料です (Jf議員証又は学生証を呈示のこと）。 ~ 

記 1
1期日1 4月12日 （火）～5月28日出
j開館時間 火曜日一土刷 9 30-16 30 i 
~ （入館は閉館30分前まで，日 ・月 ・祝日は休館）

i場 所 博物館企画 ・総合展示室 （1 F・2F)

~ 展示内容

近世日本を代表する京 ・江戸 ・大坂の刊行都市図

展示します。

三者IIは，都市の起ilh¥も構造もそれぞれに

異なっており，それを表現した都市岡もま

た，都市の個性と作者 ・版元並びに需要の

志向によって極めて多様です。ヨーロ 7パ

の都市図とも比肩し待る，このような泣か

な日本近世の都市図への理解を深めていた

だくことを期待します。

また，併設展として「緊楽第と御土J;:t;・」

をめくる絵図 ・古文書類を展示し，輩出秀

占の京都改造事業のあとをたどります。

なお， 1 階総合展示室では考古常設展示

「日本古代文化の展開と東アジア」を行っ

i 分間懐宝御江戸絵図嘉永六年 （1853) ています。

~ 近世江戸の書鍵 須原屋茂兵衛板行の江戸の木版刷り町絵図 （文学部） ~ 

L.~.一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一」
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＜紹介＞

医学部分子遺伝学教室

本教宅の発足は昭和60年にまで遡ることが出来

るが，比較的新しい教室と7守える。予成5年10月

には新たに建設された分子医学研究棟への引舷を

行ったばかりである。教宅のテーマは多岐にわ

たっており，それぞれに共通瓜を比つけるのが困

維である。あえて共通のテーマを仰げるとする

と，「発生過程における細胞WIMのJ刊行」と言え

るかもしれなし、。共通項はともかくとして，本教

ネを人；きく 3つのグループに分けることが出来

る3

ーつのグループは，血液細胞やリンパ球の初期

分化の段｜併での細胞増殖調節機構を研究してい

る。峨々な細胞を試験管内で増刷させるという組

織I店主主は， 一種類の細胞のみを大量に得るための

もっとも if1：~な手段であるが，選んだ動物lfil清に

よって結果が左右される点などの非科学的側l耐を

Jム拭できていなし、。本教室では，骨髄や）Jf;児目｜イ人l
にイ下街する ~~1B細胞をI則的させるための技術の

開発に努めた結果，これらの細胞を正常のまま維

持することの出来る完全無Jflli11f府地を得た。無

論，未熟 B リンパ球の1~Mには二つの地刑凶チの

存イ£が必要で，現在はこの二つのシグナルがどの

ようにして細胞周期の維持につながっていくのか

について生化学的な研究を行っている。また，こ

の培地を利用してこれまで凶維とされていた全て

の血液細胞を生産することカ＂ Ii＇，米る造 Jfll幹細胞の

試験管内的地条件の決定についてもチャレンジし

ている。

造血系の細胞は全て中脹業起源の細胞であり，

マウスの初期発生では卵黄嚢で最初に認められ

る。 これと lr•J 時に， しかも同じ場所で血管も発生

してくるが，この中佐葉から造lfJL細胞， lfil管への

分化のプロセスがもう一つのグループの研究テー

マである。このグループも，マウスJJ台内での複雑

なプロセスを組織楕養という.tji.純な系でjlf現する

ことを主な手法としているが，分化を爪ー細胞レ

ベルで研究するため，中版業，造Jfil細胞，血管内皮

細胞を生きたまま区別できるマーカーの開発を中

心に行っている。この機に古典的発生学的手法の

みならず，この分野の進j廷は分チ遺伝学的手法の

利用なしには進まなし、。我々も独向の実験系のな

かで， 1l1JKxの誘導，それからの造血系及び血管

内皮細胞の分化と続くプロセスに異常を示す突然

変異マウスを結縄的に利用しており，なぜ造血系

とJf[L管内皮の分化が卵黄裂と言う特殊な環境で起

こるのかについて明らかにしたいと考えている。

i成後のグループは，色素細胞や生刑細胞の明舶

について研究を行っている。これら細胞は発生過

程で移動して最終目的地に到達する代表的な制胞

で，この過程に関わる情報伝達経路を操作するこ

とで，写兵 1に示す様な体色の異常や不妊を自由

に誘導することが出来る。このグループは，この

様な発生初期のプロセスのみならず，成熟後のこ

れら組織の活性化についても，様々な手法を剥lみ

合わせて研究を続けている。例えば，卵巣での卯

の成熟は令ての卵で起こるわけではなく，周期的

に一部の卵でのみ起こる。この周期

は，ホルモンのレベルの変化によって

調節されていると考えられているが，

最近の研究で周期性を決定する他の因

チが存在することが明らかになってき

た。このグループは，周期性の完全に

狂った突然変異マウスの遺伝子解析を

写真 1

色素細胞分化を，増殖因子受容体に対す

る抗体を胎児に投与することで操作する

実験結果。胎生14日目に抗体を投与する

ことで，様々な毛色のマウスを作製でき

る。
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手がかりとして，周期性を決定している分子機備

を明らかにするための研究を行っている。また，

マウスの毛根内の色素細胞は，毛恨の活性化に同

調して培殖することで，毛にメラニン色素を供給

しているが，毛根の活性化を調節している因子の

研究もこのグループの研究対象である。最近，毛

恨の活性化と呼応して毛母内で標識遺伝子 （写真

2 )J!:く染まっている部位）を発現するトランス

ジェニックマウスを得たので，このマウスの毛恨

でこの遺伝チを発現させる様々な分子を明らかに

することで，毛線活性化の周期性を調節する分子

機備に迫っている。

以上，本教室では分子遺伝学自体からはすこし

離れた研究を行っているが，シドニー・ブレン

ナーの言を借りれば，「21世紀には令ての生物学

者は分チ遺伝学者である」ことから，教室の名前

に捕われず今後も自由に研究を行っていきたい。

（医学部）

m:!1 
森敬一郎医学部講師

民学古II外科学第二講座講師森敬一郎先生

は， 2月21日逝去された。享年46。

先生は， f!(j和48年京都大学医学部を卒業，回附

ll"~J臥会北野病院で臨床研究を終 f した後，同57年

本学大学院医学研究科博士課程単位修得退学， ｜百1

59年医学博士の学位を得られた。医学部附属病院

助手を経て，平成4年医学部外科学第二講座講師

に就任された。

先生の専門は肝臓外科学であるが，研究は血管

外科，凝固線浴系から出発し，傷創治療の本質に

せまる業績を発表してきた。先生は，）JFI臓外科に

おける血管外科の応用をjl！当し，従米切除不能と

されてきた肝臓腫蕩の切除率の｜向上に貢献した。

吏に， 4年前から開始した生体肝移植の主要メン

ノfーの一人で，顕微鏡下で行う細い動脈のI吻合

は，移組分野では初めての試みで，国際的な評価

を受けている。

ここに諌んで哀悼の意を表します。

（医学部）

写真2 組織特異的に標識遺伝子を発現させることに
より，その遺伝子調節を個体レベルで調べる
ことが出来る。写真で黒く染まっている場所
は，髭の毛根，外耳等である。

凶川義正名誉教授

本学名管教疑問川義正先生は， 2月27日逝

去された。享年80。

先生は， ll{j布111年東京帝国大学農学部を卒業

後， J!!k林省畜産試験場技官，同17年から農林省、馬

事研究！？？技＇1Y. lriJ25年から農林省農業技術研究所

技’日を経て，｜叶32年本学農学部教授に就任，同51

年3Fl ・iii広畜蔵大学長に就任され，同51年4月京

都大学r.1子教般の称号を受けられた。京都大学農
学部在職時のf!H;fn49年4月からllfHn51年3月まで

附属牧場長として大学の管理運営に貢献された。

昭和56年12月日本学士院会員となられ， nrnns9

年3月帯広畜産大学長退官後は，・，；y山女子短期大

学長を務められた。

先生の専門分野は，家畜繁地学であり，特にホ

ルモン処理による家省繁殖の生理学的研究，並び

に精液の凍結保存技術の確立とその校術をJMitと

した家畜人口受精の理論と応用にi刻する研究にお

いて，数多くの優れた研究成績を残された。主な

有者に『家畜人工J受精法』，『Studieson Repro-
duction in Horses Singularity and Artificial Con-

trol in Reproductive Phenomena－』 等がある。
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先生は学界においても世界畜産学会会長，日本

音戸医学会会長， 日本不妊学会副理事長，凍結精液

研究会会長，家畜繁殖研究会理事等を暦任され，

学界の発反並びに若手研究者の育成に1.1：ワーされ

た。

これら一連の研究活動，学術上の訂献に対し，

H臼和31年に日本農学会11 ｜日J39年に日本学上院貨
を受立され，昭和41年に紺綬褒’此， l1i]50年にドイ

ツ連邦共和国政府大功労十字勲章， l1iJ6Qi「ーには勲

二等旭日重光章を授与された。

ここに謹んで表悼の立を衣します。

(1史学部）

井木哲夫丈部事務＇（ f

文；~11--tr-務r\· J1：本村夫氏は， 2月28口逝去され

た。今．年46。

川氏は，Jl(j利41年本学工学部に就職され，以

後. 11'1:学部経理掛物品主任，人文科学研究所会計

掛会計主任，アフリカ地域研究センタ －·）~.（：売主任

を歴任，この間27年余りの永きにわたり大学行政

一筋に以）Jされた。Jl[j平fl61年には，ぷ行IS大学永年

勤続者表彰 （20年勤続）を受けられた。

ここに詩んで哀悼の立をぷします。

（アフ リカ地域研究センター）

藤原元典名誉教疑

本学名作教授 j漆原元典 先生は， 3月3日逝

Lされた。与年780

先生はJl(j利15年京都帝国大学医学部を卒業，医

学部助手，助教授を経て， 同34年教綬に就任さ

れ，衛生学講座を担当，｜！日平1154年1.. ；~年により退日

され，京都大学名誉教授の称号を受けられた。

この間H行利47年からい］54年まで医学部附l扇動物

実験施設長， l•iJ48年から l•i]52年まで本学，，tf議口を

店主任され，大学：の管JI［運営に点｜欲された。

本学j旦1＼後は 11n和54年から l•iJ 61年まで、点打ISJ{.f衛

生公’8研究所長を務められた。
先生はi!/:j生学反び栄主主学：のfifU＆において顕著な

業主~~を栄げられた。 特にビタ ミン B ，に ｜対するー

辿の研究はij没後における脚気撲滅運動の中で特準

されるべきものである。

ヅ＇j' Jl(j平1148年からl1i]54年まで日本衛生学会幹

白JiL-<:, ll(jヰ1159年から同61年まで日本栄長・食料’手

会会長としてそれぞれの学会の運営，発｝~ にn献

された。また，京都府公害対策審議会会長，；；｛都J{.f

エイズHU~ ~i門委員会委員長，京都市ill築審議会

会長として地域の衛生行政の発以にlぷ）J：された。

これらの功績により昭和28年度日本ビタミン学

会賞， 111]33年京都新聞文化1'i,!11]3411ミII本学上院

1't' lriJ 57年日本栄長 ・食料i学会功労1'i'・17.成 2年

京都府丈化賞特別功労’丘を受賞され，さらに杓庇

元年11凡勲二等f荷主i';fを受けられた。

ここに涼んで以悼の立をぶします。

（｜欠学部）

•＇＂＂ ・0 ・・・・＂』111111111111’＂＇＂ 1・川111111111"""・ 1・＂＇』11/ll/llll'"'"• 川，1111111111"""' ・・0・1111111111111’M田・1・・..111111111＂＂＇＂” 

日 誌

(1994年2月1II～ 2 JJ 28口）

2 J~ l日 京都大学技術職f.l研修 （第llU•D ( 3 nまで）
2 11 マレーシア マレーシア災科大’主 NayanBin 

Arif fin学長他 3.r, ;Iとワ：、総長及び｜山系教’1＇＼・
と懇談

8日評議会

9日 国際交流委H会

-743ー

9 11 l詞｜漂うど流会館委員会

15日 保健衛if=.委以会

22「｜ f愛媛会助成事業検討委l.l会

25日～26日

入学省選抜学）J試験（1iiiJYJ11れよ験）
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